
1 

春日市議会報告会（10月 28日開催分） 議員と参加者との意見交換の概要 
 

※質問及び回答は、要約しています。 

 

質問者１ 

質問・要望 回答 

 

違法取水という大問題が、全国に知れ渡ってしまったが、市長は、「水

問題は、春日那珂川水道企業団の問題だから答えない」「自分が答える立

場にない」と言い、議会は、９月定例会で、水問題は質問させないとい

うことで、議長が質問を制止した。じゃあ、市民はどうすればいいのか。 

他の市では質問や回答がされている。悪いところは改善されている。

春日市がそれをさせないというのは、私は問題じゃないかと思う。春日

市議会が原点に帰って、問題に対して口を出すべきじゃないかと思うが、

議員の皆さんは、どのように考えているのか。 

 

【中原議員】 

春日市議会から選出されて、春日那珂川水道企業団議会で副議長をし

ています、中原です。先週、企業団議会が開かれたが、その中で一般質

問をするなど、一生懸命やっている。また、春日市議会では、定例会の

開会日に全員協議会という会議を開いているが、そこで、企業団議会に

ついて報告を行っており、春日市議会の議員全員が企業団議会で議論に

なったことを共有できるように報告している。 

各議員から、お近くの方や支持者の方に話していただければと思う。 

また、企業団について質問ができるかできないかということに関して

は、いろいろな考え方があると思う。その件については、現在、議会運

営委員会で議論を行っているところである。 

 

 

私たち市民は、市議会議員選挙で、議員の皆さんを選んでいるわけで、

水道企業団議会の議員を選んでいるわけではない。水道企業団議会議員

を選んでいるのは、春日市議会でしょう。であれば、春日市議会が、市

民に説明するのは当たり前のことじゃないですか。 

 

 

【中原議員】 

議会の会議規則では、「市の一般事務について質問することができる」

という決まりになっている。 

確かに、議会として答えるべきだということであるが、それは、一人

ひとりの議員が、様々な報告会などで報告する義務があると思っている。

そのための資料提供や情報提供については、春日市議会の方で全て行っ

ているつもりである。 
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 そこまで言うなら一つさかのぼるが、春日市に昔、水道課があった時

にも、違法取水の事案は起こっている。ということは、行政と議会が、

この水泥棒の問題を作り上げているんですよ。それを、水道企業団に移

しただけのことなんですよ。そんなのは、市民は皆知ってますよ。それ

を議会が改善しようとしなかっただけのことじゃないですか。 

第三者委員会の報告でも出てるじゃないですか。「周知の事実として議

員は分かっていたけども、地域住民との関係を優先した」と書いてある

じゃないですか。それをどのように説明しますか。 

水道企業団は法律を守らないで違法取水をしてきたんですよ。 

そういう相手に対して、これからどのように対処するのかというのを

考えるべきじゃないですか。 

 

議会の皆さんが、地域の皆さんが、今までしてこなかったというのが

最大の問題なんですよ。だからこういう大問題が起きているんですよ。 

もう一度原点に帰って考えてもらわないと、この問題は、私たちの子や

孫の問題である。１０年先、２０年先のことを考えてやってもらわない

と、と思います。 

 

【中原議員】 

 今言われた、議員には周知の事実ではなかったのかということについ

て、我々、（今の）水道企業団議員には知らされていなかったということ

は断言する。第三者委員会の報告で書いてあったが、昔の議員は違法取

水について知っていたかもしれない。しかし、今の議員には誰も分から

なかったというのが正直なところである。企業団議員として現地の視察

などを行うが、表面から見るだけでは、なかなか見抜けなかったという

のが現状である。 

言い訳になるかもしれないが、今の議員にとっては寝耳に水であった

ということを、はっきり申し上げておきたい。 

今後は、恒久的な水源の確保に向けて努力していきたい。 
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質問者２ 

質問・要望 回答 

 

議会運営委員会の報告で、平成２７年度の春日市議会議員全員分の政

務活動費の交付額が２７５万円ということであったが、これはどういう

ことか。 

 

 

 
 

 春日市の政務活動費が年額１５万円というのは、大野城市や筑紫野市

と比較しても少ない。議員の皆さんが頑張っているので、せめて倍ぐら

いに上げてはどうだろうかと思う。 

 

【北田議会運営委員長】 

 春日市の政務活動費は、議員１人あたり月額１２，５００円となって

おり、通常であれば、１２，５００円×１２か月で年額１５万円、議員

全員分の合計が、１５万円×２０人で３００万円となる。しかし、平成

２７年度は、４月に市議会議員選挙が行われたため、４月分が交付され

ていないので、１２，５００円×２０人×１１か月で、２７５万円とな

っているものである。 
 

 貴重なご意見ありがとうございます。議会運営委員会の中でも、１５

万円というのは少ないのではないかという意見が出たことがある。政務

活動費を有効に使える議会にできればなと思っている。 

しっかりと努力させていただきます 

 

質問者３ 

質問・要望 回答 

 

春日市では、平成３０年度に図書館を民間に委託するという流れにな

っている。その図書館の課題について取り組むのは、（総務）文教委員会

の委員でよいか。 

 委員会では、民間に委託する図書館の視察や研究を行っているのか。 

 来年の３月に条例が改正される予定と聞いているので、ぜひ議員の皆

さんには視察・研究を行っていただき、より良い市民の意見を取り上げ

ていただきたいと思う。 

【武末総務文教委員長】 

現在のところ、民間委託の図書館の視察は行っていない。 

今後、図書館の視察も含めて委員会で検討し、予算の範囲内でそうい

った活動を行いたいと考えている。 

 

 


